
京
都
議
定
書
、
ポ
ス
ト
京
都
議
定
書

　
２
０
１
３
年
以
降
の
地
球
温
暖
化
対
策
の
国
際
枠
組
み

ポ
ス
ト
京
都
議
定
書

を
め
ぐ
る
交
渉
を
今
度
こ
そ
決
着

で
き
る
か
。

年
末
の
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約

Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

第

回
締
約
国
会
議

Ｃ
Ｏ
Ｐ

に
向
け

た
交
渉
が
４
月
か
ら
本
格
ス
タ
ー
ト
す
る
。

年
末
の
メ
キ
シ
コ
で
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ

で
は
カ
ン
ク
ン
合
意
を
採
択
、
枠
組

み
策
定
へ
道
筋
を
示
し
た
。
日
本
に
と
っ
て
は
京
都
議
定
書
単
純
延
長
反
対
の
姿
勢
を
貫
き
通
せ
る
か
正
念
場
が
続

く
。
日
本
の
主
張
に
説
得
力
を
持
た
せ
る
た
め
に
も
、
同
議
定
書
の
目
標
の
着
実
な
達
成
が
求
め
ら
れ
る
。

カンクン合意の概要
●工業化以前に比べて気温上昇２度Ｃ以内
に抑えるとの観点からの大幅削減の必要
性を認識。 年までの世界規模の大幅
削減、早期の排出減少への転換に合意

●適応対策を推進するための「カンクン適
応枠組み（フレームワーク）」を設立

●コペンハーゲン合意に基づき先進国が提
出した排出削減目標と、途上国が提出し
た排出削減行動について条約事務局が文
書化。同文書に記載された削減目標や削
減行動の実施に留意

●京都議定書の第１約束期間と第２約束期
間の間に空白が生じないように、できる
だけ早く結論を出す

●先進国の支援を受けた途上国の排出削減
行動について国際的に検証

●ＣＯＰ で新しい市場メカニズムの構築
を検討

●途上国における森林減少・劣化に由来す
る排出の削減（ＲＥＤＤ＋）の対象範囲
や、活動を展開する考え方などを規定

●長期資金について 年までに先進国が
共同して年 億ドルを動員。新たな
「緑の気候基金」を設立

カ
ン
ク
ン
合
意

京
都
議
定
書
単
純
延
長
論

二
国
間
ク
レ
ジ
ッ
ト

法
的
拘
束
力
が
焦
点

国
際
枠
組
み
決
着
へ
正
念
場

技
術
支
援
具
体
策
カ
ギ

年
度
国
内
排
出
量

ＣＯ２削減対策業界で格差

「不平等条約」脱却目指す

（年度）

（ ） 　　 （第２部） ２０１１年 平成２３年 ２月２８日 月曜日 　　

　
日
本
の
主
張
へ
の
賛
同
国

を
増
や
し
て
い
く
上
で
は
地

球
温
暖
化
対
策
の
技
術
支
援

も
カ
ギ
を
握
り
そ
う
だ
。
経

済
産
業
省
は
日
本
の
最
先
端

技
術
で
途
上
国
の
Ｃ
Ｏ
２
削

減
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
成
果
と

し
て
得
ら
れ
る
Ｃ
Ｏ
２
削
減

量
を
日
本
と
途
上
国
で
分
配

す
る
「
二
国
間
ク
レ
ジ
ッ
ト

制
度
」
の
構
築
を
急
ぐ
。

年
度
予
算
案
で
は
関
連
費
用

と
し
て
前
年
度
当
初
予
算
比

７
倍
強
の

億
円
を
計
上
し

た
。

　
同
省
は

年
８
月
と
同

月
の
２
回
に
わ
た
り
、
事
業

化
調
査
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
計

件
を
採
択
し

た
。
対
象
国
は
ア
ジ
ア
が
中

心
で
、
高
効
率
石
炭
火
力
発

電
や
地
熱
発
電
、
原
子
力
発

電
、
Ｃ
Ｏ
２
回
収
貯
留
Ｃ

Ｃ
Ｓ

、
製
鉄
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
家

電
の
普
及
、
森
林
保
全
対
策

な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
並

ぶ
。

　
調
査
で
は
日
本
の
技
術
や

製
品
で
途
上
国
の
Ｃ
Ｏ
２
を

ど
の
程
度
削
減
で
き
る
か

や
、
削
減
量
の
具
体
的
な
計

算
、
認
定
方
法
な
ど
を
検
討

す
る
。

年
度
は
調
査
対
象

を
ア
フ
リ
カ
諸
国
な
ど
に
も

拡
大
す
る
方
針
だ
。

　
京
都
議
定
書
の
単
純
延
長

に
反
対
す
る
姿
勢
が
他
国
か

ら
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
と
受
け
取

ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

に
も
、
日
本
は
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
を
基
準
年

原
則

年
度

比
６
％
削
減
す
る

同
議
定
書
の
目
標
を
し
っ
か

り
こ
な
す
必
要
が
あ
る
。

　
環
境
省
の
発
表
に
よ
る

と
、

年
度
の
日
本
の
温
室

効
果
ガ
ス
総
排
出
量

速
報

値

は
基
準
年
比
４
・
１
％

減
、

年
度
比
５
・
７
％
減

の

億
９
０
０
万

だ
っ

た
。

年
秋
の
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
景
気
悪
化

で
生
産
活
動
が
低
迷
し
た
こ

と
で
、
総
排
出
量
は
２
年
連

続
で
減
少
。
原
子
力
発
電
所

の
設
備
利
用
率
が
向
上
し
、

電
力
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
原
単
位

が
改
善
し
た
こ
と
も
総
排
出

量
の
減
少
に
寄
与
し
た
。

　
総
排
出
量
の
約
９
割
を
占

め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
は
、

年
度
比
１

・
５
％
増
、

年
度
比
５
・

６
％
減
の

億
７
５
０
０
万

だ
っ
た
。
こ
の
う
ち
産
業

部
門
は

年
度
比

・
９
％

減
、

年
度
比
７
・
９
％
減

の
３
億
８
６
０
０
万

に
ダ

ウ
ン
。
一
方
で
業
務
部
門
と

家
庭
部
門
は

年
度
比
で
と

も
に
排
出
減
と
な
っ
た
も
の

の
、

年
度
比
で
は

％
前

後
の
高
い
伸
び
率
を
依
然
示

し
て
お
り
、
削
減
対
策
強
化

が
引
き
続
き
課
題
と
な
る
。

　
業
界
団
体
ご
と
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
み
る
と
、
傾
向
は

よ
り
は
っ
き
り
現
れ
る
。
モ

ノ
づ
く
り
系
の
業
種
は
Ｃ
Ｏ

２

排
出
量
の
減
少
が
顕
著

で
、
日
本
鉄
鋼
連
盟

鉄

連

が

年
度
比

・
５
％

減
、
日
本
化
学
工
業
協
会
が

同
６
・
２
％
減
、
日
本
製
紙

連
合
会
が
同

・
５
％
減
、

セ
メ
ン
ト
協
会
が
同

・
７

％
減
と
な
っ
た
。

　
一
方
で
流
通
・
サ
ー
ビ
ス

系
で
は
店
舗
数
拡
大
や
増
床

な
ど
を
理
由
に
、
過
去
に
比

べ
て
排
出
量
を
大
き
く
増
や

し
た
業
種
が
目
立
つ
。
日
本

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン

協
会
は
同
２
・
７
倍
、
日
本

百
貨
店
協
会
は
同

・
３
％

増
、
日
本
チ
ェ
ー
ン
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
協
会
は

年
度
比

２
・
１
倍
に
伸
び
た
。

　
業
務
部
門
の
削
減
対
策
が

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
が
、
モ
ノ

づ
く
り
系
業
種
も
油
断
は
で

き
な
い
。
景
気
の
底
を
脱
し

生
産
量
が
回
復
し
た
業
種
も

出
て
き
て
い
る
。
鉄
連
は

年

暦
年

の
粗
鋼
生
産
量

が
前
年
比

・
２
％
増
の
１

億
９
６
０
万

と
な
り
、
２

年
ぶ
り
に
１
億

台
を
回
復

し
た
と
発
表
し
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て

年
度
の
日
本
の
温
室
効
果

ガ
ス
総
排
出
量
は
３
年
ぶ
り

に
増
加
に
転
じ
る
見
通
し
。

一
時
の
排
出
量
減
少
に
気
を

緩
め
る
こ
と
な
く
、
京
都
議

定
書
の
目
標
達
成
に
向
け
て

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
努
力
を
継
続

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ

は

月

日
―

月
９
日
に
南
ア
フ
リ
カ
の

ダ
ー
バ
ン
で
開
か
れ
る
。
Ｕ

Ｎ
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
事
務
局
は
今
年

最
初
の
作
業
部
会
を
４
月
３

―
８
日
に
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク

で
開
く
と
発
表
し
た
。
こ
こ

数
年
の
状
況
か
ら
バ
ン
コ
ク

会
合
を
含
め
３
、
４
回
程
度

の
作
業
部
会
を
経
て
Ｃ
Ｏ
Ｐ

本
番
、
と
い
う
流
れ
に
な

り
そ
う
だ
。

　
今
年
の
ポ
ス
ト
京
都
交
渉

は
Ｃ
Ｏ
Ｐ

で
採
択
し
た
カ

ン
ク
ン
合
意
を
軸
に
進
め
ら

れ
る
。
同
合
意
は
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
抑
制
に
向
け
た

途
上
国
の
行
動
を
国
際
的
に

検
証
す
る
こ
と
や
、
先
進
国

に
よ
る
資
金
・
技
術
支
援
の

実
施
、
島
国
な
ど
で
顕
在
化

し
て
い
る
温
暖
化
被
害
へ
の

対
応

適
応

策
な
ど
を
規

定
。
す
べ
て
の
主
要
排
出
国

が
参
加
す
る
公
平
で
実
効
性

の
あ
る
枠
組
み
の
構
築
に
向

け
、
足
場
を
築
い
た
。

　
今
後
は
同
合
意
を
、
法
的

拘
束
力
の
あ
る
枠
組
み
に
発

展
で
き
る
か
が
焦
点
と
な

る
。た
だ
、各
国
の
利
害
対
立

が
完
全
に
解
消
し
た
わ
け
で

は
な
く
、
年
末
に
向
け
た
交

渉
も
困
難
を
極
め
そ
う
だ
。

　
日
本
に
と
っ
て
Ｃ
Ｏ
Ｐ

の
最
大
の
争
点
は
、
京
都
議

定
書
の
下
で
先
進
国
に
対
し

て
次
の
削
減
約
束
期
間
を
設

定
す
る
こ
と
の
是
非
を
め
ぐ

る
議
論
だ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る

議
定
書
単
純
延
長
論
の
こ
と

で
、
日
本
政
府
交
渉
団
は
Ｃ

Ｏ
Ｐ

の
冒
頭
に

先
制
パ

ン
チ

と
し
て
単
純
延
長
反

対
を
表
明
、
会
議
場
に
波
紋

が
広
が
っ
た
。
そ
れ
以
降
も

日
本
は
延
長
反
対
を
再
三
強

調
。
結
局
、
閉
会
に
至
る
ま

で
当
初
の
姿
勢
を
貫
き
通
し

た
。

　
同
議
定
書
で
現
在
設
定
さ

れ
て
い
る
削
減
約
束
期
間

は
、

―

年
の
５
年
間
。

た
だ
実
際
に
排
出
削
減
義
務

を
負
う
の
は
、
日
本
や
欧
州

連
合

Ｅ
Ｕ

な
ど
一
部
の

先
進
国
に
と
ど
ま
る
。
世
界

全
体
の
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ

２

排
出
量
の
う
ち
削
減
義

務
を
負
う
国
の
排
出
比
率
は

約

％
に
す
ぎ
な
い
。

　
日
本
が
議
定
書
の
単
純
延

長
に
反
対
す
る
の
は
、
一
部

の
国
だ
け
が
削
減
義
務
を
負

う
不
公
平
な
状
況
が
固
定
化

さ
れ
る
こ
と
を
警
戒
し
て
い

る
た
め
。
地
球
全
体
の
Ｃ
Ｏ

２
削
減
を
進
め
る
上
で
議
定

書
の
枠
組
み
で
は
実
効
性
が

薄
い
と
し
、
米
国
や
中
国
な

ど
す
べ
て
の
主
要
排
出
国
が

参
加
す
る
新
た
な
枠
組
み
の

構
築
を
求
め
て
き
た
。
産
業

界
に
と
っ
て
も
同
議
定
書
は

「
不
平
等
条
約
」
と
の
思
い

が
強
く
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ

で
の
単

純
延
長
決
定
が
回
避
さ
れ
た

こ
と
で
、
産
業
界
に
安
心
感

が
広
が
っ
た
。

　
し
か
し
、
喜
ん
で
ば
か
り

も
い
ら
れ
な
い
。
カ
ン
ク
ン

合
意
に
は
「
京
都
議
定
書
の

第
１
約
束
期
間

―

年

と
第
２
約
束
期
間
の
間
に
空

白
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
で

き
る
だ
け
早
く
結
論
を
出

す
」
と
の
文
章
が
盛
り
込
ま

れ
た
。
新
た
な
枠
組
み
の
交

渉
が
停
滞
す
れ
ば
、
議
定
書

単
純
延
長
論
が
再
び
勢
い
を

増
す
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

　
Ｅ
Ｕ
は
条
件
付
き
で
単
純

延
長
を
容
認
す
る
姿
勢
に
転

じ
つ
つ
あ
り
、
日
本
政
府
内

に
は
「
Ｃ
Ｏ
Ｐ

は
そ
う
甘

く
な
い
」

環
境
省
幹
部

と
厳
し
い
交
渉
を
予
想
す
る

見
方
が
強
い
。
日
本
は
延
長

反
対
が
単
な
る
エ
ゴ
で
は
な

く
地
球
益
を
考
え
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
根
気
強
く
訴

え
、
理
解
者
を
増
や
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。


